
リハビリテーション医学 (1983.01) 20巻1号:31～36.

長時間電気刺激療法による大腿四頭筋筋力増強の試み

小野沢敏弘, 原田吉雄, 佐藤邦忠



Ｔｈｅ’ＪａｐａｎｅｓｅＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏ逼ＲｅｈａｂユユユｔａｔｉＯｎＭｅｄｉｃｉｎｅ

＜研究と報告＞

長時間電気刺激療法による大腿四頭筋筋力増強の試み

小野沢敏弘＊原田吉雄佐藤邦忠

著者小野沢敏弘・原田吉雄・佐藤邦忠

題名長時間電気刺激療法による大腿四頭筋筋力

増強の試承

リハビリテーション意欲が乏しく筋力増強効果の

期待し雌い高齢者膝関節疾患例を対象に長時間滅気

刺激療法を行い大腿四頭筋の筋力増強効果をふた．

内外側両広筋にそれぞれ陰陽極の表面冠極を固定

し120f4Sec，301途の漸靖して一定値に至る矩形

波の集合からなる刺激波形にて間欧的にtetanic

contmctionを起こさしめた．膝関節疾息４例・脊

損３例の合計７例に１日２時間から夜間を含めた

12時間の治療を平均77.6日間行った．

バネ秤りによる最大膝伸展力，この時の内外側両

広筋のIbtalAmP1itude/Secおよび筋肥大等の理

学所見で経過を追い反対側と比較検討した結果，全

例に有効と判定される結果が得られた．

キイ・ワード大腿四頭筋，竃気刺激，変形性膝

関節症
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１．緒言

膝関節のstabilizerおよびshockab6orberとして大

腿四頭筋の重要性は常に強調されているがリハビリテー

ション意欲の乏しい高齢者の膝関節疾患，ことに変形性

膝関節症例では目的とする筋力増強を得られないことが

多い．当科ではこれらの患者の大腿四頭筋筋力の増強を

目的として長時間電気刺激療法を試象ており，良好な成

斌を得ているのでその方法と成績を報告する．、

本治療に際しては治療効果の判定，すなわち通常の自

動運動と異なる電気刺激による運動で実際に筋力増強効

果が認められるかどうかがまず問題になる．今回は主に

この点を検討した．

判定方法として，バネ秤りによる最大膝伸展力および

この時の内外側両広筋の活動電位のTotalAmpIitude／

gec11〕で経過を追い筋肥大等の理学所見を加えて検討し

た．
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図１Scolitronの大きさは１３×８×３ｃｍでバッテ

リーを内蔵する．Ｉ９０ｍｏｄも同様の形態を示す．
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図２Scolitronによる刺激波形
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図３電気刺激に対応す-るＥＭＧ（外側広筋，表面
電極）
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